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近年では、富士山や富岡製糸場が世界遺産に登録された事が記憶に新しいですが、こうした話題が増えた事によって国民
の関心も非常に高まり、次の登録を目指す各地の勢いも同様に増してきています。このような中、まずは国内暫定リストへの登録
を目指す「善光寺と門前町」は、２０１５年には御開帳を迎えます。この貴重な機会にさらなる関心や理解を深め、長野県初の世
界遺産登録となるよう進めて参りたいと存じます。

平成26年10月現在　 ※表記等で間違いや訂正などございましたら事務局までご連絡下さい。

すすめる会は、ご覧の会員の皆様方からの年会費によって活動しております。
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ごあいさつ

するため、山梨県・静岡県及び関係市町村
では、世界遺産の評価基準に基づいた富
士山の価値の証明と富士山を適切に保護・
保全を定めた保存管理計画を策定に取り
組み、平成２３年７月には、推薦書原案を文
化庁へ提出した。同年９月には、「富士山」
を世界遺産（文化遺産）に推薦する事を日
本は決定し、平成２４年１月には日本政府が
ユネスコへ推薦書を提出した。その後ユネス
コの諮問機関イコモス（国際記念物遺跡会
議）による現地調査などを経て、平成２５年６
月に開催された世界遺産委員会において
世界遺産（文化遺産）に登録された。

大村氏は、世界遺産として登録にされる
には「顕著な普遍的価値」の重要性をお話
しされました。顕著な普遍的価値とは、世界
遺産にふさわしい、すばらしい価値を持って
いる事でありその中で富士山の顕著な普遍
的価値とは「信仰の対象」「芸術の源泉」の
二つであるとお話しを頂きました。また、富士
山域や世界遺産富士山の保存管理体制
や保全に向けた取り組みなどのお話しを頂き
ました。最後に大村氏は、来場された多くの
市民や関係者に一番お伝えしたいことは「世
界遺産登録は、ではなく、富士山を守ってい
くための」です。とご講演をいただきました。

平成２６年６月１２日、善光寺講堂にて、世
界遺産セミナーin善光寺を開催致しました。
講師に静岡県文化・観光部富士山世界遺
産課主査の大村章仁氏をお招し、世界文
化遺産「富士山」～信仰の対象と芸術の
源泉～についてご講演をい頂きました。
世界遺産とは、１９７２年にユネスコ（国連
教育科学文化機関）で採択された国際条
約「世界の文化遺産及び自然遺産の保護
に関する条約」であり、２０１２年１０月現在
では締約国は１９０カ国あり、日本は１９９２
年125番目に締約をされた。また、世界遺産
には種類があり大きく３つに分かれている。

文化遺産
建造物群、遺跡、文化的景観など
自然遺産
地形地質、生態系、生物生息地など
複合遺産
文化遺産と自然遺産の両方の価値

富士山を世界遺産（文化遺産）に登録を

世界遺産セミナー開催報告

善光寺の世界遺産登録をすすめる会
会長　北村 正博

善光寺を世界遺産に登録しようと呼びかけが始まり、多くの皆様のご支援を得て「善光寺

の世界遺産登録をすすめる会」が発足し、本年で１３年目を迎えました。近県では「富士山」「富

岡製糸場と絹産業遺産群」と世界遺産関連のニュースが相次ぎました。当会も引き続き、

重要伝統的建造物群保存地区の取り組みを着実に進め、「カテゴリーⅠｂ継続審査案件」か

ら「世界遺産暫定リスト」への記載昇格を目指していきます。

来年３月１４日には北陸新幹線（長野経由）が金沢まで延伸開業し、４月５日から５月３１日

まで５７日間にわたり「善光寺前立本尊御開帳」が開催されます。現在、長野駅や善光寺

表参道などの整備や多くの参拝客を迎えるおも

てなしの気運醸成が進む中で、この世界遺産登

録活動そのものを今まで以上に長野市民に周知

することも必要不可欠です。さらに来春は全国

に向けてこの運動をアピールする絶好の機会でも

あると考えています。

今後とも、多くの人々に愛され暮らしの中心に

ある善光寺と門前町の文化、さらに長野の魅力

を発信していきますので、一層のご理解ご協力

をお願いいたします。
善光寺御開帳の様子

事務局■ 公益社団法人 長野青年会議所 内
 Tel : 026-228-3260
 http://www.sekaiisan-zenkoji.jp/



１、門前町を有する長野市のリーダーと
して

長野市は１４００年に渡り、善光寺門前

町として発展してきました。

改めて善光寺の大きな影響が老若男

女、どんな宗派も受け入れる、開かれたお

寺と言う事で庶民信仰の確固を成し遂げ

てきたと感じております。

又、善光寺ならびに門前町を含め中心

的な役割を果たしており、年間６００万人、

ご開帳となれば１２００万人、今後は新幹

線の効果により関西・北陸方面からも足を

運んで下さる事を想像すると、そうとうの多

くの皆様のより所となり、市長とし長野市

の大きな歴史的・文化的遺産を全国に発

信していく責務があると思っております。

２、重要伝統的建造物群保存地区に対
する長野市の期待について

善光寺周辺の宿坊・仲見世など長野

市の中心的役割を果たし、長野市の宝と

感じております。

重要伝統的建造物群保存地区に登録

されると、この宝が後世に引き継がれる形

となるのですが地元の皆様のご理解も必要

となってまいりますので、皆様の合意を頂

けるよう、私どもも、ご理解いただける丁重

な説明を申し上げ、一緒になり大きな目標

に向かい進めていければと思っております。

この歴史的・文化的建造物を後世に伝

え、皆で町並みを守り続け、更なる発展を

望める体制を作っていければと考えておりま

す。

３、世界遺産国内暫定リスト入りへの対
策について

今後の対策とし、私が感じる事は、より

深く学術的な調査・研究を行い今一度、

日本の固有文化・歴史・思想を世界に向

けてどうアピールして行くかがカギとなると思

います。

日本国内・海外から善光寺はどのような

ポジションなのか、門前町はどういった価値

があるのかを時間を掛けてでも十分に皆で

考えていかなければと感じます。

国内前提リストに入選すれば長野の象徴

とし、更に善光寺が発展して行き市民に対

しても望ましい結果となり市民の皆様が誇り

と思える事が長野の資産になると考えます。

４、今後の意気込みビジョンについて

本当に善光寺世界遺産登録と言う大き

な目標の実現に向けて、私も善光寺世界

遺産登録をすすめる会の会長もやってきま

してので、是非とも世界遺産登録されるよ

うに私も全力を尽くしたいと思っております。

善光寺の更なる前進・発展を市民の皆

様と協力し合い、世界遺産登録を実現し

てゆけるよう邁進して行きたいと思います。

加藤久雄長野市長インタビュー一般財団法人 長野県文化振興事業団 近藤誠一理事長との懇談会

説明してほしいと指摘されました。世界的

な眼でみて、欧米人と日本人の精神性の

違いを強調し、善光寺の特色のなかにある

世俗的なものがもつ日本的な独自の文化を

しっかりと説明してほしいと助言されました。

最後に、今後も継続的にこのような指導

助言を頂けることをお願いすると共に、世

界遺産登録に向けて力になっていただける

と快諾を頂きました。さらに青年会議所の

ような若い世代が地域の魅力、歴史や文

化を後世に残す動きをしていることについ

ても前向きに評価され、当会としてもうれし

い前進を感じた懇談でした。

しながらも、世界に向けて日本の文化、歴

史をどのようにアピールするのか十分な検

討と研究が必要であることを石見銀山や富

士山などの世界遺産登録で自ら経験したこ

とをもとに説明されました。さらに世界遺産

に登録されることが相応しいと考えられる物

的な証拠を整理し、範囲を明確にすること。

そしてあいまいでグレーな部分は全体の価

値を薄めてしまい評価が下がるので、構成

資産をしっかりと絞り込むことが重要だと助

言されました。

また比較研究も重要であり、世界に似た

ようなものがないか、他の文化の亜流では

なく独自の代表性をもっていることの相違を

平成２６年６月３０日、前文化庁長官で

本年から長野県文化振興事業団の理事

長に就任された近藤誠一先生と善光寺の

世界遺産登録に向けた懇談会を長野市内

のホテルにて開催しました。

すすめる会からは北村会長、池田議長、

善光寺事務局の内田寺務総長、専門委

員の信州大学土本教授をはじめ、幹事会

と長野青年会議所事務局に加え、長野市

教育委員会の出席のもと約１時間にわたり

懇談を行いました。

まず善光寺の世界遺産登録をすすめる

会の活動報告や経緯、文化庁に提出した

提案書の概要について説明。善光寺のも

つ歴史や精神性、門前町の町並みや宿

坊、仲見世の伝統的建造物群の特徴など

について資料をもとに説明しました。

近藤理事長からは、善光寺と門前町は

規模、歴史をみれば世界遺産登録にふさ

わしいスケールや保存状態が整っているとし

て、その可能性は十分にあると思われると

本年、１０月７日、当会として長野市長就任後初のインタビューさせて

頂く機会を頂戴しました。当会では、前会長にあたる加藤市長に市長就

任後どのように世界遺産に向けて運営等を進めて行くべきか４つの質問

をさせて頂きました。

１　門前町を有する長野市のリーダーとして

２　重要伝統的建造物群保存地区に対する長野市の期待について

３　世界遺産国内暫定リスト入りへの対策について

４　今後の意気込みビジョンについて

　　　　　　　　　　　以上、４つの質問に答えていただきました。

近藤誠一氏
昭和21年生まれ。小学校6年から高校まで鎌倉で過ごす。昭和47年に外務省に
入省、広報文化交流部長などを経て、平成18年から20年までユネスコ日本政府
代表部特命全権大使、同年9月から駐デンマーク特命全権大使を歴任、平成22
年7月30日、第20代文化庁長官に就任、平成25年7月8日退任。在任中は、「文
化財レスキュー事業」などの東北復興支援のほか、一貫して日本文化を世界へ発
信し続け、ユネスコ世界遺産委員会においても富士山の登録を成し遂げた。


